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技術の特徴 
ESRは 非常に高い感度で食品中のラジカルを検出することができ、CYPMPOは確実に 

 ラジカルを捕捉して非常に安定なアダクトを生成することができるスピントラップ剤である。 

CYPMPOを用いたESRスピントラップ法により様々な活性酸素種への抗酸化性を評価する。 

農研機構 

食品総合研究所 

研究の内容 

今後の展開 
脂溶性成分の測定法の開発。新たな活性酸素種への抗酸化性評価法の開発 
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